








要約 川崎病患者 16 例の血清 IgG サブクラス値の変動を ELISA(inhibition assay)により

測定し,正常小児のそれと対比して検討した。IgG1,G3 および G4 は急性期から回復期にか

けて上昇する傾向を示したが,IgG2 は変動を示さなかった。 


